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知 思 態 配当時数

１学期

〇〇　 1

2学期

期末考査

聞く力・話す力を

育む

知　傾聴の方法を知る。

・必要な情報を意識しなが

ら聞き、情報を適切に整理

する演習

知　小テスト

対象学年

単位数

１学年

２単位

担当者
４組３組２組１組

教科・科目 国語・現代の国語

「常用漢字の１・２トライ」浜島書店、「1日10分　言語力ドリル　聞く・話す」第一学習社

「新編　現代の国語」大修館書店

伊藤ま・碓井 伊藤ま・碓井 伊藤ま・碓井 伊藤ま・碓井 伊藤ま・碓井

５組

補助教材

教科書

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、

生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の担い手としての自

覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ

うとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

実社会に必要な国語の知識や技能を身に着

けるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想

像したりする力を伸ばし、他者との関わりの

中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりすることができるようにす

る。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

生涯にわたる社会生活に必要な国語につい

て，その特質を理解し適切に使うことができ

るようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関

わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像

力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，

言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い

手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を

尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

〇　〇 5

日本語を使いこ

なす

知 ・正しく適切な表記について理解する。

・接続表現を使いこなし、

論理的でわかりやすい文

章を書く。

・原稿用紙の使い方を知

る

知　小テスト

　〇〇 7

知　高校入学までの国語の基礎知識を理解

する。

思

学　国語の知識を理解しようとしている。

知　小テスト

思

態　授業態度

思　・類義語のニュアンスの違いを理解し、適

切に使い分ける。

・場面に応じて文末表現を適切に使い分けて

書く。

思　ワークシート

学　場面に応じてふさわしい言葉を選んで話

す学習活動に、意欲的に取り組もうとしてい

る。

態　ワークシート

中間考査

学び直し

「国語」

・接続詞、呼応の副詞

・漢字（漢検5級程度）

わかりやすく説明

する

知　・文、文章の効果的な組み立て方や接続

のしかたについて理解する。 ・読み手にわかりやすく伝

わるように、文章の構成や

展開、表現のしかたを工夫

した文を書く。

・ペアで説明し合う。

知　小テスト

論理を読み取る

知　対比の関係を意識しながら読む。

・文章の種類をふまえて、

内容や構成、論理の展開

などについて叙述をもとに

的確にとらえ、要旨や要点

を把握する。

知　ワークシート

〇〇〇 8

思　具体例の働きをとらえ、具体と抽象の関

係を考えながら読む。
思　ワークシート

学　対比の関係、具体例の役割、筆者の主張

などをとらえることを意識し、積極的に学習に

取り組もうとしている。

思　ワークシート

〇〇〇 8
思　わかりやすい説明のしかたを身につける。 思　ワークシート

学　正確にわかりやすく説明する文章を書くこ

とに意欲をもち、積極的に学習活動に取り組

もうとしている。

態　ワークシート

〇〇〇 8
思　自分にとって必要な情報を意識して、メモ

をとりながら聞く。
思　ワークシート

学　・「聞くこと」の大切さを理解し、聞き取り

の学習活動に積極的に取り組もうとしてい

る。

思　ワークシート
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〇〇　 1

〇〇　 1

３学期

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

8
思　読み手の理解が得られるよう、論理の展

開、情報の分量や重要度などを考えて、文章

の構成や展開を工夫することができる。

思　ワークシート

学プレゼンテーションすることに意欲をもち、

積極的に学習に取り組んでいる。
態　ワークシート

伝え合いのレッス

ン

知　話し言葉の特色をふまえ、相手や場面に

配慮した言葉遣いや表現のしかたを理解す

る。 ・目的に応じて情報を収

集、整理し、自分の立場や

考えを明確にして、構成や

展開を工夫しながら話す

演習

知　小テスト

〇〇〇 8

中間考査

思　相手に配慮した表現を心がけながら対話

をする。
思　ワークシート

学　対話の力やコミュニケーション力を高める

ことに関心をもち、意欲的に学習活動に取り

組もうとしている。

思　ワークシート

8
思　文字・図形・絵などが読者に与える効果

の違いについて考える。
思　ワークシート

学　視点や根拠に注意し、文章や図形などか

ら必要な情報を読み取ろうとしている。
態　ワークシート

説得力を高める

知　意見文の基本的な書き方と、構成のしか

たを知る。
・、読み手の理解が得られ

るよう、意見と理由（根拠）

の関係を考えて、文章の構

成や展開を工夫した文を

書く。

知　小テスト

〇〇〇 8思　自分の考えが伝わるように、根拠を明確

にして効果的に主張する。
思　ワークシート

学　意見文を書くことに興味をもち、より説得

力のある意見文を書こうとしている。
態　ワークシート

他者を動かす

知　聞き手の心を動かし、目的を達成するた

めに、構成や発表のしかたを工夫する。

・読み手を意識した文章を

書く

知　ワークシート

〇〇〇

情報の力関係

知　主張と論拠など情報と情報との関係につ

いて理解する。

・ディベート

知　小テスト

〇〇〇

期末考査

6
思　ＰＯＰに必要な情報を整理し、伝えたいこ

とを明確にする。
思　ワークシート

学　・本のＰＯＰ作りに興味をもち、意欲的に

取り組もうとしている。
態　ワークシート

読書の広場

知　文ＰＯＰの表現の工夫を知る。

・POP作成

知　ワークシート

〇〇〇

期末考査
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知思態 配当時数

１学期

〇〇　 1

〇〇〇 7思　作品が成立した背景や、文章と絵画との

関係を踏まえて、内容の解釈を深めている。
思　課題

学　物語の構成要素について意見交流し、ほ

かの物語に当てはめるなど、発展的に考察し

ようとしている。

態　授業態度

中間考査

春休みの課題

学び直しテスト

「古典常識」

・陰暦

・十二支

古文

「児のそら寝」

知　作品の背景について理解し、自らも語り継

がれた文学の受け手であることを認識してい

る。歴史的仮名遣いを理解している。

・歴史的仮名遣いについて

・「児の飴食ひたること」現

代語訳

・助動詞「ず・けり」

知　小テスト

〇　〇 4

歴史的仮名遣い

知　古文作品に親しむために、古典特有の表

現について理解する。

歴史的仮名遣い

知　小テスト

〇〇〇 5

知　陰暦や十二支などを学び、社会生活に必

要な国語の知識や技能を身につけるととも

に、わが国の言語文化に対する理解を深める

思

学　陰暦や、十二支を覚えようとしている。

知　小テスト

思　課題

態　授業態度、課題

思　古文作品をよりよく理解するために、言語

としての文化の特徴に気付く。
思

学　歴史的仮名遣いの発音方法を覚えようと

している。
態　授業態度、提出物

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、

生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

せ、わが国の言語文化の担い手としての自覚

を深め、言葉を通して他者や社会に関わろう

とする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識

や技能を身につけるとともに、わが国の言語

文化に対する理解を深めることができるよう

にする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸

ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者

との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の

思いや考えを広げたり深めたりすることがで

きるようにする。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，

言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い

手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊

重してその能力の向上を図る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関

わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像

力を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語につい

て，その特質を理解し適切に使うことができる

ようにする。

『新編　言語文化　改訂版』　大修館

鈴木・滝沢 鈴木・滝沢 鈴木・滝沢 鈴木・滝沢 鈴木・滝沢

５組

補助教材

教科書

対象学年

単位数

１学年

２単位

担当者
４組３組２組１組

教科・科目 国語・言語文化
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〇〇　 1

２学期

〇〇　 1

〇〇　 1

３学期

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

10

9
思　筆者の考えをとらえ、自分なりの見解をま

とめている。
思　ワークシート

学　　筆者の人と住まいの関係についての共

通する考え方をとらえ、自分なりの意見や感じ

方を文章にまとめようとしている。

態　授業態度・提出物

〇〇〇思　作品の展開をとらえ、自分の解釈やその

根拠をまとめている。
思　ワークシート

学　物語の展開を根拠にして、自分なりの見

方や考え方を文章に表現しようとしている。
態　授業態度

古文「徒然草」

知　古典の言葉と現代の言葉とのつながりを

考え、筆者が「あはれに」感じていることや「こ

とさめ」た理由をとらえている。 ・歴史的仮名遣いについて

・古文単語

「徒然草」について

・「神無月のころ」現代語

訳

・作文

知　ワークシート

〇〇〇

期末考査

「羅生門」

知　表現の仕方や表現の特色について評価し

ながら、物語の場面設定を正確にとらえてい

る。 ・芥川龍之介について

・小説の表現「語り手」

・文章読解

・作文

知　ワークシート

「羅生門」

知　表現の仕方や表現の特色について評価し

ながら、物語の場面設定を正確にとらえてい

る。 ・芥川龍之介について

・小説の表現「語り手」

・文章読解

・作文

知　ワークシート

〇〇〇 8思　作品の展開をとらえ、自分の解釈やその

根拠をまとめている。
思　ワークシート

学　物語の展開を根拠にして、自分なりの見

方や考え方を文章に表現しようとしている。
態　授業態度、提出物

〇〇〇 8思　作品の展開をとらえ、自分の解釈やその

根拠をまとめている。
思　ワークシート

学　物語の展開を根拠にして、自分なりの見

方や考え方を文章に表現しようとしている。
態　授業態度

中間考査

「羅生門」

知　表現の仕方や表現の特色について評価し

ながら、物語の場面設定を正確にとらえてい

る。 ・芥川龍之介について

・小説の表現「語り手」

・文章読解

・作文

知　ワークシート

故事成語

「虎の威を借る」

知　漢文の世界に親しみ、訓点などの漢文の

基礎知識を理解する。

・返り点

・書き下し文

知　小テスト

〇〇〇 7

思　訓読法を理解し、書き下し文を作ることが

できる。漢文の文章を読み、書かれている事

柄について理解する。

思　課題

学　訓読法について理解しようとしている。 態　授業態度、提出物

〇〇〇 7

思　訓読法を理解し、書き下し文を作ることが

できる。漢文の文章を読み、書かれている事

柄について理解する。

思　課題

学　訓読法について理解しようとしている。 態　授業態度

期末考査

「漢文入門」

知　漢文の世界に親しみ、訓点などの漢文の

基礎知識を理解する。

・返り点

・書き下し文

知　小テスト

古文

「伊勢物語　芥

川」

知　和歌特有の表現技法とその効果について

理解している。歴史的仮名遣いについて理解

している。
・歴史的仮名遣いについて

・古文単語

「伊勢物語」について

・「芥川」現代語訳

・「筒井筒」現代語訳

・作文

知　ワークシート・小テスト

〇〇〇 8
思　作品が成立した背景や、文章と絵画との

関係を踏まえて、内容の解釈を深めている。
思　ワークシート

学　筆者の考え方を参考にして、自分なりの

見方や感じ方を踏まえて文章にまとめようとし

ている。

態　授業態度・提出物
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知思態 配当時数

１学期

〇〇　 1

〇〇　 1

対象学年

単位数

２学年

２単位

担当者
４組３組２組１組

教科・科目 文学国語

新編　文学国語（大修館書店）

池田　匠 池田　匠 竹島　千春 竹島　千春 竹島　千春

５組

補助教材

教科書

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生

涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、わ

が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、

言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度

を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や

技能を身につけるとともに、わが国の言語文化

に対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸

ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者

との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の

思いや考えを広げたり深めたりすることがで

きるようにする。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言

語感覚を磨き、わが国の言語文化の担い手とし

ての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重して

その能力の向上を図る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関

わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像

力を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語につい

て、その特質を理解し適切に使うことが出来る

ようにする。

〇〇〇 7

『晴れた空の下

で』江國香織

自力で読み、ストーリーを理解する。 グループに分かれて、「生

きることと食べること」につ

いて話し合う。結果を各自

まとめる。前回の発表に基

づき、小説を踏まえて「生

きることと食べること」につ

いて自由に表現する。（６０

０字程度）

語句や特有の表現を調べ、自力でストーリーを

理解しようとしている。

〇〇〇 7

筆者のいう「外側」と「内側」を理解する。

物事を対比して捉え、認識を深める。

友人と意見交換し、他者理解をする。

我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増や

し、それらの文化的背景について理解を深め、

文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙

を豊かにするようにしている。

作品や文章に表れているものの見方、感じ方、

考え方を捉え，内容を解釈しようとしている。

言葉を通じで積極的に他者や社会に関わった

り、思いや考えを広げ、自己理解、他者理解しよ

うとしている。

叙述を的確に捉え、面白さを他者と共有する。
文章の種類を踏まえて内容や構成、展開などに

ついて叙述をもとに的確に捉えようとしている。

他者と内容を共有し、更に深い読みにつなげ

る。

言葉を通じで積極的に他者や社会に関わった

り、思いや考えを広げ、深い読みにつなげようと

している。

中間考査

『そとみとなか

み』角田光代

グループに分かれて、自分

が他人をどう思っている

か、自分が他人にどう思わ

れているか話し合う。結果

を各自まとめる。

『児の飴食ひた

ること』沙石集

古典の世界に親しむために、古語や作品の文

化的背景を理解する。

音読し大意を捉えさせる。

準拠ノートに取り組む。現

代語訳し、どこが面白いか

考えさせる

古典の世界に親しむために、古語や作品の文

化的背景を理解しようとしている。

〇〇〇 3
作品や文章の成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、内容の解釈を深める。

作品や文章の成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、内容の解釈を深めようとして

いる。

教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手と

しての自覚を持ち、言葉を効果的に使える。

教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手とし

ての自覚を持ち、言葉を効果的に使おうとして

いる。

『かぐや姫の昇

天』竹取物語

古典の世界に親しむために、古語や作品の文

化的背景を理解する。

音読し大意を捉えさせる。

準拠ノートに取り組む。現

代語訳し、どこが面白いか

考えさせる

古典の世界に親しむために、古語や作品の文

化的背景を理解しようとしている。

11

作品や文章の成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、内容の解釈を深める。

作品や文章の成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、内容の解釈を深めようとして

いる。

教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手と

しての自覚を持ち、言葉を効果的に使える。

教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手とし

ての自覚を持ち、言葉を効果的に使おうとして

いる。

期末考査



【2年】国語_文学国語.xlsx　年間授業計画 2／2

２学期

〇〇　 1

〇〇　 1

３学期

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

〇〇〇 12
作品の解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ

方を深める。

作品の解釈を深め、自分のものの見方、感じ方

を深め、グループの考えとしてまとめようとして

いる。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持

つ。

言葉を通じで積極的に他者や社会に関わり、

思いや考えを広げたり深めたりしながら、発表

で言葉を効果的に使おうとしている。

『山月記』中島

敦

言葉には文化の継承、発展、創造を支える働き

があることを理解する。
①音読者・②語句調べ発

表者・③解釈／解説者・

④問題点や課題発表者

を決めてグループの全員

が自分の役割を持ち、発

表する。グループの総意と

しての課題や問題に思う

点を挙げさせ、クラス全員

で話し合う。

難解な熟語を調べ、自力で理解しようとしてい

る。

『俳句実作』

我が国の言語文化の特質や我が国の文化を

理解し、俳句の形式や決まりを理解する。

題詠１、〔当期）雑詠１で

考えさせる。

2句、書いて提出する。

俳句の形式や決まりを理解しようとしている。

〇〇〇 2
有名句を味わい、自分のものの見方、感じ方を

深め、実作し推敲する。
有名句を参考に実作し、推敲している。

句会の作法を学び、言葉を通して他者や社会

に関わる。

他者の作品理解から、思いや考えを広げ、言葉

を効果的に使おうとしている。

〇〇〇 7
詩に表された作者の心情を読み味わうことが

できる。

詩に表された作者の心情を読み味わおうとして

いる。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持

つ。

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わり、思

いや考えを広げ、言葉を効果的に使おうとして

いる。

中間考査

『詩を味わう』

詩の様々な表現と効果について理解できる

グループに分かれて、詩の

解釈をそれぞれに話し合

う。自分の好きな歌詞を

ノートに書かせる。どこが

好きなのか吟味する。グ

ループで内容を共有する。

詩の言葉について調べ、理解しようとしている。

『鞄』安部公房

句や漢字について理解を深め、読む楽しさを実

感できる

寓意を自力で読み取り、

仲間と意見交換する。グ

ループでまとめて発表す

る。クラス全体と共有する。

語句や漢字について理解を深め、読む楽しさを

実感しようとしている。

〇〇〇 8
小説に込められた寓意を読み取り、考えを深め

ることができる。

小説に込められた寓意を読み取ろうとしてい

る、考えを深めるようとしている。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持

ち、言葉を効果的に用いる。

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わり、思

いや考えを広げ、言葉を効果的に使おうとして

いる。

様々な文章を読み、構成や表現の工夫を読み

取ろうとしている。

〇〇〇

期末考査

『鉄道員』（浅田

次郎

様々な作品に触れ、読書の幅を広げる。

感想・意見を書く。

様々な作品に触れ、読書の幅を広げようとして

いる。

期末考査

8

8
構成や表現の工夫を読み取り、筆者の考えを

読み取る。

構成や表現の工夫を読み取り、筆者の考えを

読みとろうとしている。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持

ち、言葉を通して他者と関わることができる。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持

ち、言葉を通して他者と関わろうとしている。

〇〇〇
内容の解釈を深め、共感や感動体験を得ること

ができる。
内容の解釈を深め、共感・感動している。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持

ち、本を通して他者と関わることができる。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持

ち、本を通して社会と関わろうとしている。

『表現を味わう』

（随筆）

様々な文章を読み、構成や表現の工夫を読み

取ることができる。

準拠ノートで整理する。



【2年】国語_論理国語.xlsx　年間授業計画 1／2

知 思 態 配当時数

１学期

〇〇　 1

〇〇　 1期末考査

〇〇〇 7思　文章の構成や接続表現に注目しながら、筆者の主

張を読み取る。

思　「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確

にしながら要旨を把握している。

学　筆者の考えに興味を持ち、具体と抽象の関係をとら

えようとしている。

態　共進化についての筆者の考えを読み取ることに興

味をもち、具体と抽象の関係をとらえようとしている。

松岡慧祐『デジタル

地図から見える世

界』

知　対比の関係を意識しながら読み、論理の展開を的

確にとらえる。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　対比を示す語句、接続表現に注目しながら文章を

読み、対比関係や論理展開をとらえる助けとしている。

〇〇〇 8
思　文章の構成や展開のしかたに注目しながら、筆者

の主張を読み取る。

思　「読むこと」において、対比の関係に注目し、内容や

構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にし

ながら要旨を把握している。

学　筆者の考えに興味を持ち、対比の関係をとらえよう

としている。

態　デジタル地図についての筆者の考えを読み取ること

に興味をもち、対比の関係をとらえようとしている。

中間考査

汐見捻幸『知の登

山、知の水路』

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

上田恵介『ウサギの

耳はなぜ長い？』

知　具体例の役割を意識して本文を読み、論理の展開

をとらえる。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　情報を重要度や抽象度などによって階層化して整

理する方法について理解を深めている。

〇〇〇 7

「論理的な人」とは

知　学術的な学習の基礎を学ぶために必要な語彙を

習得する。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとお

して、語感を磨き語彙を豊かにしている。

〇〇〇 7

知　文章の構成や展開のしかたについて理解を深め

る。

思　「学ぶ」ことについての筆者の考えを読み取る。

学　これからの学習で取り組みたいこと、興味のあるこ

とについて考える。

知　効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成

や展開のしかたについて理解を深めている。

思　論点を明確にしながら要旨を把握する。

学　自分の思いや考えを広げたり深めたりしようとする。

思　「論理」についての筆者の考えを読み取る。

思　「読むこと」において、文章の内容や構成、論理の

展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を

把握している。

学　筆者の主張をふまえ、これからの学習に興味をも

つ。

態　論理についての筆者の考えを読み取ることに興味

をもち、論理的に考える力を伸ばそうとしている。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ

たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文

化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や

社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるように

する。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に

考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが

できるようにする。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚

を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも

ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図

る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で

伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特

質を理解し適切に使うことができるようにする。

常用漢字の１・２トライ　浜島書店

「新編論理国語」大修館書店

滝沢　聡 滝沢　聡 池田　匠 池田　匠 池田　匠

５組

補助教材

教科書

対象学年

単位数

２学年

２単位

担当者
４組３組２組１組

教科・科目 論理国語



【2年】国語_論理国語.xlsx　年間授業計画 2／2

２学期

〇〇　 1

〇〇　 1

３学期

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

7

8
思　異なる立場の文章を比べて読み、考えを深める。

思　「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を

導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈している。

学　情報を比較・整理し筆者の考えを読み取ろうとして

いる。

態　情報を的確に比較・整理しながら、情報化社会につ

いての筆者の考えを読み取ろうとしている。

〇〇〇
思　異なる立場の文章を比べて読み、考えを深める。

思　「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を

導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈している。

学　情報を比較・整理し筆者の考えを読み取ろうとして

いる。

態　情報を的確に比較・整理しながら、紙の本について

の筆者の考えを読み取ろうとしている。

宇野常寛『情報化と

紙の本のゆくえ』

知　具体例の役割や根拠に注意しながら筆者の主張を

読み取る。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとお

して、語感を磨き語彙を豊かにしている。

〇〇〇

期末考査

内田樹『紙の本はな

くならない』

知　対比の役割を意識して本文を読み、論理の展開を

とらえる。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとお

して、語感を磨き語彙を豊かにしている。

小林直樹『若者の

「海外旅行離れ」は

本当か？』

知　統計資料の特徴をとらえ、必要な情報を的確につ

かむ。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとお

して、語感を磨き語彙を豊かにしている。

〇〇〇 8思　主張の根拠となるように、統計資料を効果的に活

用する。

思　「読むこと」において、文章の種類をふまえて、資料

との関係を把握し、内容や構成を的確にとらえている。

学　筆者の考えに興味を持ち、文章と資料の関係をとら

えようとする。

態　海外旅行離れについての筆者の考えを読み取るこ

とに興味をもち、文章と資料の関係をとらえようとしてい

る。

〇〇〇 7思　統計資料と筆者の主張の関係を的確にとらえる。
思　「読むこと」において、文章と資料との関係を把握

し、内容や構成を的確にとらえている。

学　筆者の考えに興味を持ち、文章と資料の関係をとら

えようとする。

態　消費意識についての筆者の考えを読み取ることに

興味をもち、文章と資料の関係をとらえようとしている。

中間考査

甲斐かおり『量の時

代から質の時代へ』

知　さまざまな統計資料を本文と関連づけながら読む。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとお

して、語感を磨き語彙を豊かにしている。

小川和也『「考える

葦」であり続ける』

知　筆者の主張と、それを支える根拠の役割を的確にと

らえる。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　主張とその前提や反証など情報と情報との関係に

ついて理解を深めている。

〇〇〇 7

思　文章の構成や論理の展開に注意しながら、要旨を

把握する。

思　「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を

導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈している。

学　筆者の考えに興味を持ち、主張と根拠の関係をとら

えようとする。

態　デジタル社会についての筆者の考えを読み取ること

に興味をもち、主張と根拠の関係をとらえようとしてい

る。

〇〇〇 7
思　文章の構成や論理の展開に注意しながら、要旨を

把握する。

思　「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確

にしながら要旨を把握している。

学　筆者の考えに興味を持ち、主張と根拠の関係をとら

えようとする。

態　科学技術についての筆者の考えを読み取ることに

興味をもち、主張と根拠の関係をとらえようとしている。

坂村健『人口の自然

―科学技術時代の

今を生きるために』

知　主張と根拠の関係を意識して本文を読み、論理の

展開をとらえる。

・授業の取組の観察

・ワークシート、ノート

知　主張とその前提や反証など情報と情報との関係に

ついて理解を深めている。



【2年】国語_古典演習Ⅰ.xlsx　年間授業計画 1／2

知 思 態 配当時数

１学期

〇〇　 1

〇〇　 1

２学期

〇〇　 1

〇〇　 15思判表/和歌に込められた意味を理解できる。
思判表/作品や文章の成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、内容の解釈を深めようとしている。

人間性/登場人物の行動と心理を読み取り、積極的に

内容を理解しようとする。

主体/教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手とし

ての自覚を持ち、言葉を効果的に使おうとしている。

中間考査

 F　単元　源氏物語

『桐壺』『若紫』

知・技/敬語法や助動詞の知識を確認し、口語訳する。

・指導事項　助動詞や敬語法を

理解し適切に口語する。/登場人

物の行動と心情を理解する。/長

編のおもしろさを理解する。

・教材：文法書

・一人１台端末の活用　等

知・技/古典の世界に親しむために、古語や作品の文

化的背景を理解しようとしている。

14
思判表/長編のおもしろさを理解する。

思判表/作品や文章の成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、内容の解釈を深めようとしている。

人間性/登場人物の行動と心理を読み取り、積極的に

内容を理解しようとする。

主体/教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手とし

ての自覚を持ち、言葉を効果的に使おうとしている。

期末考査

E　単元 十八史略

『水魚之交』『赤壁

之戦』

知・技/魏・呉・蜀三国の興亡について知識を得る。

・指導事項　訓点に従い正しく読

む/書き下し文に改める。/話の

内容を掴む。/

・漢文法・教材　プリント

・一人一台端末の活用

知・技/正しく訓読する。

〇〇〇 6思判表/作者の思想や感情を読み取ることができる。
思判表/作品や文章の成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、内容の解釈を深めようとしている。

人間性/無常観について理解し、人間、社会、自然など

について考察する。

主体/教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手とし

ての自覚を持ち、言葉を効果的に使おうとしている。

D　単元　古今和歌集

知・技/文学史上の基本的な知識を持つ。和歌の修辞

を理解できる。 ・指導事項　和歌の修辞を理解

する。/区切れやリズムに注意し

て朗読・暗誦する。/歌人につい

て調べたり発表したりする。/古

典文法（助動詞）

・教材　文法書

・一人一台端末の活用

知・技/区切れに注意して正しく朗読・暗誦している。

〇〇〇 6
思判表/和歌に込められた思想や感情を読み取り、人

間、社会、自然などについて考察する。

思判表/作品や文章の成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、内容の解釈を深めようとしている。

人間性/優れた表現に親しみ、好きな歌を暗誦できる。
主体/教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手とし

ての自覚を持ち、言葉を効果的に使おうとしている。

中間考査

A　単元　古今著聞集

『大江山』

・指導事項 音読し大意を捉え

る。/辞書を調べて自力で解釈す

る。/登場人物の心情や行動を

読み味わう。/古典文法（用言）

・教材　文法書、

・一人１台端末の活用　等

Ｃ　単元　方丈記『行

く河の流れ』

知・技/古典文法を理解し口語訳できる。

・指導事項　和歌の修辞を理解

する。/区切れやリズムに注意し

て朗読・暗誦する。/歌人につい

て調べたり発表したりする。/古

典文法（助動詞）

知・技/区切れに注意して正しく朗読・暗誦している。

〇〇〇 6

Ｂ　単元　竹取物語

『御門の求婚』

知・技/古典文法を理解し口語訳できる。
・指導事項 音読し大意を捉え

る。/辞書を調べて自力で解釈す

る。/登場人物の心情や行動を

読み味わう。/古典文法（用言）

・教材　文法書、

・一人１台端末の活用　等

知・技/正しく音読している。和歌の修辞を理解してい

る。

〇〇〇 7

知・技/文学史上の基本的な知識を持つ。和歌の修辞

を理解できる。

思判表/内容を構成や展開に即して理解できる。

人間性/古文に親しみを持ち、話の面白さを理解でき

る。

知・技/正しく音読している。和歌の修辞を理解してい

る。

思判表/内容を構成や展開に即して理解している。適

切に口語訳できる。

主体/古文に親しみを持ち、日本の言語文化の理解を

深めている。

思判表/物語の内容の面白さを理解できる。
思判表/内容を構成や展開に即して理解している。適

切に口語訳できる。

人間性/昔話としてなじみのある作品を読んで古文に

親しむ。

主体/和歌に込められた思想や感情を読み取ろうとし

ている。

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ

たって古典に親しみ自己を向上させ、わが国の言語文

化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や

社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を

身につけるとともに、わが国の伝統的な言語文化に対

する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典

などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関

わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりすることができるようにする。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚

を磨き、わが国の言語文化の担い手としての自覚をも

ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図

る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で

伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特

質を理解し適切に使うことが出来るようにする。

＜改訂版＞　ビギナーズ　古典（古文漢文）

なし

鈴木

補助教材

教科書

対象学年

単位数

２学年

２単位

担当者
X２

教科・科目 国語・古典演習Ⅰ



【2年】国語_古典演習Ⅰ.xlsx　年間授業計画 2／2

〇〇　 1

３学期

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

4

15思判表/優れた表現を味わう。 思判表/文法に気をつけて口語訳できる。

人間性/源平合戦について調べたりしながら内容の面

白さを理解する。

主体/我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、

軍記物語の面白さを理解できる。

〇〇〇思判表/和歌に込められた意味を理解できる。
思判表/和歌の意味を理解し、上の句から下の句を導

くことができる。

人間性/我が国の言語文化の担い手としての自覚を持

ち、仲間と正月行事を楽しむ。

主体/ルールを守り、メンバーと共に楽しむことができ

る。

H　単元　平家物語

『能登殿最期』

知・技/和漢混淆文の特色を理解し適切に口語訳した

り暗誦したりしている。 指導事項 　古典文法に注意し

て、適切に口語訳できる。/登場

人物の心情変化を捉える/武士

の精神に触れ人生や社会につ

いて考える。

知・技/和漢混淆文をリズムよく読むことができる。

〇〇〇

期末考査

G　単元　百人一首

知・技/文学史上の基本的な知識を持つ。和歌の修辞

を理解できる。
・指導事項　和歌を暗誦する/和

歌を鑑賞する/カルタ取りのルー

ルを理解して楽しむ。

教材　百人一首札

知・技/和歌に親しみ暗誦できる。



【2年】国語_国語表現.xlsx　年間授業計画 1／2

知思態 配当時数

１学期

〇〇　 1

２学期

〇〇　 1

３学期

対象学年

単位数

２学年

２単位

担当者
X1X1

教科・科目 国語表現

国語表現　　基礎練習ノート　大修館書店

国語表現　大修館書店

伊藤 滝沢

補助教材

教科書

単元名

教科の目標

科目の目標

目標

社会に必要な国語の知識や技能を身に着け

るようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想

像したりする力を伸ばし、他者との関わりの

中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりすることができるようにす

る。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、

言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い

手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を

尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関

わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像

力を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語につい

て、その特質を理解し適切に使うことができ

るようにする。

〇〇〇 25

知　表記の決まりを意識し、正しく書く。

思　長すぎる文を避け、わかりやすい文にする

方法を理解する。

学　場に応じた言葉を使い分けることについ

て、積極的に取り組もうとしている。

知　ワークシート

思　論作

態　観察

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、

生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の担い手としての自

覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ

うとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

期末考査

伝える、伝え合う

知　5W1Hを明確にし、事実と意見を区別し

て文章を書く。

・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート

知　ワークシート

表現力を培う

・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート

〇〇〇 15

思　話し合いのステップを意識しながら話し

合いに参加し、建設な議論になるように協力

し合う。

思　論作

学　相手や場面に応じた会話をすることに興

味をもち、意欲的に活動に取り組もうとしてい

る。

態　観察

〇〇〇 16
思　相手に伝えることを意識してわかりやすい

文章を書く。
思　論作

学　伝え合うことの楽しさを知り、積極的にコ

ミュニケーションに取り組もうとしている。
態　観察

19〇〇〇思　読み手に対して自分の思いや考えが効

果的に伝わるように、接続表現の使い方を吟

味し、文章全体を整えている。

思　論作

期末考査

文章を読み取っ

て書く

知　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現

の特色について理解を深め、伝え合う目的や

場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉

遣いを理解し、使い分けている。

・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート

知　ワークシート

会話・議論・発表

知　場面にふさわしい言葉遣いを考える。 ・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート

知　ワークシート



【2年】国語_国語表現.xlsx　年間授業計画 2／2

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

19〇〇〇

学　単元のまとめとしての設問に積極的に取

り組もうとしている。
態　観察

文章を読み取っ

て書く

・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート



【3年】国語_文学国語.xlsx　年間授業計画 1／2

知 思 態 配当時数

１学期

〇〇　 1

〇〇　 1

対象学年

単位数

３学年

２単位

担当者
４組３組２組１組

教科・科目 文学国語

「新編　文学国語   学習ノート」大修館書店、「新訂　総合国語便覧」第一学習社、

「新編　文学国語」大修館書店

竹島 竹島 碓井 碓井 碓井

５組

補助教材

教科書

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生

涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、わ

が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、

言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度

を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や

技能を身につけるとともに、わが国の言語文化

に対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば

すとともに、創造的に考える力を養い、他者との

関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めたりすることができるよ

うにする。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言

語感覚を磨き、わが国の言語文化の担い手とし

ての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重して

その能力の向上を図る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関わ

りの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力

を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語につい

て、その特質を理解し適切に使うことが出来る

ようにする。

〇〇〇 4

『おぼろ月』藤沢

周平

知　特徴的な表現に注目しながら作品を読み

味わう。
・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

知　語句や特有の表現を調べ、自力でストー

リーを理解しようとしている。

〇〇〇 6

知　文体の特徴や表現に注目し、その効果を考

える。

思　具体例をもとに、筆者のメッセージを読み取

る。

学　友人と意見交換し、他者理解をする。

知　　我が国の言語文化に特徴的な語句の量

を増やし、それらの文化的背景について理解を

深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き

語彙を豊かにしようとしている。

思　作品や文章に現れているものの見方、感じ

方、考え方を捉え、内容を解釈しようとしている。

態　言葉を通じて積極的に他者や社会に関わ

り、思いや考えを広げ、自己理解・他者理解しよ

うとしている。

思　登場人物の考え方や生き方について、時代

背景をふまえて考える。

思　文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開

などについて叙述を基に的確に捉えようとして

いる。

学　他者と内容を共有し、更に深い読みにつな

げる。言葉を通して他者や社会に関わろうとす

る態度を養う。

態　言葉を通じて積極的に他者や社会に関わ

り、思いや考えを広げ、深い読みにつなげようと

している。

中間考査

『飛ぶことを知っ

ている魂』梨木

香歩

・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

『山椒魚』井伏

鱒二

知　登場する生き物たちの性格や心理を読み

取る。
・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

知　難解な熟語を調べ、自力で理解しようとして

いる。

〇〇〇 8

思　作品の解釈を踏まえ、自分のものの見方、

感じ方を深め、自分の考えをもつこと。

思　作品の解釈を踏まえ、自分のものの見方、

感じ方を深め、グループの考えとしてまとめよう

としている。

学　話のおもしろさと、そこに込められた寓意を

読み味わう。

態　言葉を通じて積極的に他者や社会に関わ

り、思いや考えを広げたり深めたりしながら、発

表で言葉を効果的に使おうとしている。

『桐壺』源氏物

語

知　登場人物の設定や描写の仕方をとらえ、読

みを深める。
・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

知　古典の世界に親しむために、古語や作品の

文化的背景を理解しようとしている。

〇〇〇 7
思　作品や文章の成立した背景や他の作品な

どとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めること。

思　作品や文章の成立した背景や他の作品な

どとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めようと

している。

学　教訓を捉え、我が国の言語文化の担い手と

しての自覚を持ち、言葉を通して他者や社会に

関わろうとする態度を養う。

態　教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手

としての自覚を持ち、言葉を効果的に使おうと

している。

期末考査



【3年】国語_文学国語.xlsx　年間授業計画 2／2

２学期

〇〇　 1

〇〇　 1

３学期

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

〇〇〇 2思　有名句を味わい、自分のものの見方、感じ

方を深め、実作し推敲できる。
思　有名句を参考に実作し、推敲している。

学　投句・選句の作法を学び、言葉を通して他

者や社会に関わろうとする態度を養う。

態　他者の作品理解から、思いや考えを広げ、

言葉を効果的に使おうとしている。

『短歌』

知　我が国の言語文化の特質や我が国の文化

を理解し、俳句の形式について理解できる。

・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

知　俳句の形式や決まりを理解しようとしてい

る。

『共感と驚異』穂

村弘

知　引用された作品を読み、筆者の主張を確か

める。
・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

知　詩の言葉について調べ、理解しようとしてい

る。

〇〇〇 7
思　筆者の考える、短歌が人を感動させるため

の方法を読み取る。

思　詩に表された作者の心情を読み味わおうと

している。

学　我が国の言語文化の担い手としての自覚

を持ち、言葉を通して他者や社会に関わろうと

する態度を養う。

態　教訓を理解し、我が国の言語文化の担い手

としての自覚を持ち、言葉を効果的に使おうと

している。

〇〇〇 8
思　「ぼく」が戦争についてどのように感じ、考

えているかを読み取る。

思　不特定の読み手を想定し、構成や表現を工

夫しようとしている。

学　我が国の言語文化の担い手としての自覚

を持ち、言葉を通して他者や社会に関わろうと

する態度を養う。

態　言葉を通じて積極的に他者や社会に関わ

り、思いや考えを広げ、進んで読書に親しみ、言

葉を効果的に使おうとしている。

中間考査

単元『その日東

京駅五時二十五

分発』西川美和

知　心情や情景描写に注意して読む」。 ・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

知　語句や漢字について理解を深め、読むこと

を楽しんでいる。

『私たちの黄色』

角田光代

知　言葉の働きに注意して、自分の思いを表現

できる。

・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

知　言葉の働きに注意して、自分の思いを表現

しようとしている。

〇〇〇 7
思　さまざまな小説を読み、構成や表現の工夫

を読み取る。

思　不特定の読み手を想定し、構成や表現を工

夫しようとしている。

学　我が国の言語文化の担い手としての自覚

を持ち、言葉を通して他者や社会に関わろうと

する態度を養う。

態　言葉を通じて積極的に他者や社会に関わ

り、思いや考えを広げ、進んで読書に親しみ、言

葉を効果的に使おうとしている。

知　様々な作品に触れ、読書の幅を広げようとし

ている。

〇〇〇

期末考査

『四面楚歌』史

記

知　中国の伝統文化と、それらの文化的背景に

ついて理解を深めることができる。

・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等

知　語句の量を増やし、それらの文化的背景に

ついて理解を深めようとしている。

期末考査

12

12
思　内容の解釈を深め、共感や感動体験を得る

ことができる。
思　内容の解釈を深め、共感、感動している。

学　登場人物の生き方から、自分自身の生き方

から、自分自身の生き方に考えを深める。

態　/我が国の言語文化の担い手としての自覚

を持ち、言葉を通して他者や社会に関わろうと

している。

〇〇〇
思　漢文の表現に着目し、項王の心情を読み取

る。

思　文章の種類を踏まえて、作者の考えを捉え

ようとしている。

学　中国文化の深い理解を得て、社会に関わろ

うとする態度を養う。

態　言葉を通じて積極的に他者や社会に関わ

り、思いや考えを広げ、言葉を効果的に使おうと

している。

『こころ』夏目漱

石

知　優れた表現に触れ、読み味わう。

・指導事項 音読し大意を捉

える。/筆者独自のものの見

方について考える。/グルー

プワークによる意見交換/他

者理解

・教材　教科書、便覧、パソ

コン

・一人１台端末の活用等



【3年】国語_論理国語.xlsx　年間授業計画 1／3

知 思 態 配当時数

１学期

〇〇　

・これまでの「書くこと」の学習をもとにして、自ら問いを

立て、小論文を書く。

・これまでの「書くこと」の学習をもとにして、自ら問いを

立て、小論文を書こうとしている。

思考を深める

「和の思想、間の文

化」

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ

いて理解を深める。
・筆者の主張と、それを支える根

拠の関係を吟味する。

・論の展開のしかたや具体例の

役割について考える。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ

いて理解を深めている。

〇〇〇 6
思・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を

導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈する。

思・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を

導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈している。

態・美についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、筆者の主張を支える根拠・論拠をとらえる。

態・美についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、筆者の主張を支える根拠・論拠をとらえようとして

いる。

問いを立てて書こう

―テーマ型小論文

・テーマをもとに問いを立てて小

論文を書く。

・抽象的なテーマから問いを立

てる方法を身につける。

〇〇〇 6

中間考査

・小論文における、文や文章の効果的な組み立て方や

接続のしかた、抽象的なテーマから問いを立てる方法

について理解を深めている。

・テーマ型小論文における、効果的な段落の構造や論

の形式など、文章の構成や展開のしかたについて理解

を深めている。

・抽象的なテーマから問を立てる方法について理解を

深めている。

・テーマ型小論文における段落構成や論の形式などを

理解する。

自己を見つめて

「探究する力」

・教材

・筆者の問題意識をとらえ、主張

を読み取る。

・読み取ったことをふまえて、自

分の将来について考えを深め

る。

・「書くこと」において、自分で立てた問いについて、情

報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や

論点を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえ

る。

・「書くこと」において、自分で立てた問いについて、情

報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や

論点を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえ

ている。

〇〇〇 6

自己を見つめて

「補助線を引きなが

ら考える」

知・自らの考えを論証するために必要な語句の働きを

理解し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語

彙を豊かにする。

・教材

・筆者の問題意識をとらえ、主張

を読み取る。

・読み取ったことをふまえて、自

分の思いや考えを深める。

知・自らの考えを論証するために必要な語句の働きを

理解し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語

彙を豊かにしている。

〇〇〇 8

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

思・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確

にしながら要旨を把握する。

学・探究についての筆者の考えを読み取ることに興味

をもち、自分の思いや考えを広げたり深める。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

思・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確

にしながら要旨を把握している。

態　・探究についての筆者の考えを読み取ることに興味

をもち、自分の思いや考えを広げたり深めたりしようと

している。

思・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確

にしながら要旨を把握する。

思・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確

にしながら要旨を把握している。

態・筆者の示す現代社会の問題を自分事としてとらえ、

筆者の主張を主体的に読み取ろうとするとともに、実生

活でのさまざまな問いに対して補助線を引き、考える。

態・筆者の示す現代社会の問題を自分事としてとらえ、

筆者の主張を主体的に読み取ろうとするとともに、実生

活でのさまざまな問いに対して補助線を引いて積極的

に考えようとしている。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ

たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文

化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や

社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよう

にする。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に

考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが

できるようにする。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚

を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも

ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図

る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で

伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特

質を理解し適切に使うことができるようにする。

「書きたくなるアシスト常用漢字」数研出版、「速読＋要約&語彙チェック　１レベル　論理２０」尚文出版

「新編論理国語」大修館書店

池田 池田 齋藤 齋藤 齋藤

５組

補助教材

教科書

対象学年

単位数

３学年

３単位

担当者
４組３組２組１組

教科・科目 論理国語
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〇〇　

２学期

〇〇　

8

視点を変えて

「クオリアと心」

・複数の文章を比較・分析しな

がら読み、考えを深める。

・独特の概念や筆者の主張を的

確にとらえ、自分の考えをもつ。

〇〇〇 8

中間考査

態・心についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、関連する文章との比較をとおして自分の考えを広

げる。

態・心についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、関連する文章との比較をとおして自分の考えを広

げようとしている。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

思・「読むこと」において、「心」についての筆者の主張

を、根拠や結論を導く論拠を明確に理解した上で批判

的に検討し、内容についての理解を深める。

思・「読むこと」において、「心」についての筆者の主張

を、根拠や結論を導く論拠を明確に理解した上で批判

的に検討し、内容についての理解を深めている。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

思・「読むこと」において、「心」についての筆者の主張

を、根拠や結論を導く論拠を明確に理解した上で批判

的に検討し、内容についての理解を深める。

思・「読むこと」において、「心」についての筆者の主張

を、根拠や結論を導く論拠を明確に理解した上で批判

的に検討し、内容についての理解を深めている。

態・心についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、関連する文章との比較をとおして自分の考えを広

げる。

態・心についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、関連する文章との比較をとおして自分の考えを広

げようとしている。

思・「読むこと」において、「心」についての筆者の主張

を、根拠や結論を導く論拠を明確に理解した上で批判

的に検討し、内容についての理解を深める。

思・「読むこと」において、「心」についての筆者の主張

を、根拠や結論を導く論拠を明確に理解した上で批判

的に検討し、内容についての理解を深めている。

態・心についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、関連する文章との比較をとおして自分の考えを広

げる。

態・心についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、関連する文章との比較をとおして自分の考えを広

げようとしている。

5

8〇〇〇

視点を変えて

「ロボットに心はある

か」

・複数の文章を比較・分析しな

がら読み、考えを深める。

・問題提起と答えの関係を的確

にとらえ、自分の考えをもつ。

〇〇〇

・社会的な話題についての統計資料などをふまえて、

自分の考えを短い論文にまとめる。

・「書くこと」において、社会的な話題についての統計資

料などをふまえて、自分で論点を見いだし、自分の考え

を短い論文にまとめている。

統計資料から的確に論点を見いだし、自分の主張を展

開しようとする。

態・これまでの「書くこと」の学習をもとにして、統計資

料から的確に論点を見いだし、自分の主張を展開しよ

うとしている。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

統計資料を読んで書

こう―データ型小論

文

・統計資料から小論文で取りあ

げる論点を的確に見いだす。

・統計資料のデータを適切に引

用して自分の主張を書く。

〇〇〇

・データ型小論文における、効果的な段落の構造や論

の形式など、文章の構成や展開のしかた、統計データ

の適切な引用方法について理解する。

・データ型小論文における、効果的な段落の構造や論

の形式など、文章の構成や展開のしかた、統計データ

の適切な引用方法について理解を深めている。

知・文や文章の効果的な組み立て方や接続のしかた

について理解を深める。

知・文や文章の効果的な組み立て方や接続のしかた

について理解を深めている。

思・志望理由を明確にして、それを支える適切な根拠を

そろえて書く。

思・「書くこと」において、志望理由を明確にして、それ

を支える適切な根拠をそろえている。

社会に向かって

「志望理由書を書こ

う」

・必要な情報を集め、それらを適

切に結びつけて、相手の印象に

残る志望理由書を書く。

視点を変えて

「人類の進化から考

える「心」の誕生」

・複数の文章を比較・分析しな

がら読み、考えを深める。

・問題提起と答えの関係を的確

にとらえ、自分の考えをもつ。

〇〇〇 6

・「書くこと」において、社会的な話題について書かれた

論説文などをふまえて、自分で論点を見いだし、自分

の考えを短い論文にまとめる。

・「書くこと」において、社会的な話題について書かれた

論説文などをふまえて、自分で論点を見いだし、自分

の考えを短い論文にまとめている。

・これまでの「書くこと」の学習をもとにして、自ら問いを

立て、小論文を書く。

・これまでの「書くこと」の学習をもとにして、課題文か

ら的確に論点を見いだし、自分の主張を展開しようとし

ている。

文章を読んで書こう

―課題文型小論文

・課題文から小論文で取りあげ

る論点を的確に見いだす。

・課題文の主旨を的確にとらえ、

それに対する自分の主張を書

く。

〇〇〇 6

期末考査

態・収集した情報を適切に用い、相手の印象に残る志

望理由を書く。

態・収集した情報を適切に用い、相手の印象に残る志

望理由を書こうとしている。

学・美についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、筆者の主張を支える根拠・論拠をとらえる。

態・美についての筆者の考えを読み取ることに興味を

もち、筆者の主張を支える根拠・論拠をとらえようとして

いる。

・課題文型小論文における段落構成や論の形式など

を理解する。

・課題文型小論文における、効果的な段落の構造や論

の形式など、文章の構成や展開のしかたについて理解

を深めている。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ

いて理解を深めている。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ

いて理解を深めている。

思・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を

導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈する。

思・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を

導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈している。

思考を深める

「ミロのヴィーナス」

・筆者の主張と、それを支える根

拠の関係を吟味する。

・論理の展開や比喩的な表現の

意図をとらえる。

〇〇〇 8



【3年】国語_論理国語.xlsx　年間授業計画 3／3

〇〇　

３学期

〇〇　

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

未来に目を向けて

「豊かさとつながり」

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ

いて理解を深める。
・日本社会や世界が抱える課題

に関心をもち、考えを広げたり深

めたりする。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ

いて理解を深めている。

〇〇〇 6思・「読むこと」において、人間、社会、自然などについ

て、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と

結びつけて、新たな観点から自分の考えを深める。

思・「読むこと」において、人間、社会、自然などについ

て、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と

結びつけて、新たな観点から自分の考えを深めている。

態・豊かさについての筆者の考えを読み取ることに興

味をもち、日本社会や世界が抱える課題について、自

分の考えを広げる。

態・豊かさについての筆者の考えを読み取ることに興

味をもち、日本社会や世界が抱える課題について、自

分の考えを広げようとしている。

8

思・「読むこと」において、社会について、文章の内容や

解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新た

な観点から自分の考えを深める。

思・「読むこと」において、社会について、文章の内容や

解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新た

な観点から自分の考えを深めている。

態・人口減少についての筆者の考えを読み取ることに

興味をもち、日本社会や世界が抱える課題について、

自分の考えを広げる。

態・人口減少についての筆者の考えを読み取ることに

興味をもち、日本社会や世界が抱える課題について、

自分の考えを広げようとしている。

未来に目を向けて

「エネルギー耕作型

文明への転換」

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ

いて理解を深める。
・日本社会や世界が抱える課題

に関心をもち、考えを広げたり深

めたりする。

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするため

に必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおし

て、語感を磨き語彙を豊かにしている。。

〇〇〇 6思・「読むこと」において、人間、社会、自然などについ

て、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と

結びつけて、新たな観点から自分の考えを深める。

思・「読むこと」において、人間、社会、自然などについ

て、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と

結びつけて、新たな観点から自分の考えを深めている。

態・豊かさについての筆者の考えを読み取ることに興

味をもち、日本社会や世界が抱える課題について、自

分の考えを広げる。

態・エネルギー問題についての筆者の考えを読み取る

ことに興味をもち、日本社会や世界が抱える課題につ

いて、自分の考えを広げようとしている。

期末考査

未来に目を向けて

「未来の地図帳」

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

・日本社会や世界が抱える課題

に関心をもち、考えを広げたり深

めたりする。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている

〇〇〇

未来に目を向けて

「人口減少社会の到

来」

知・自らの主張を論理的に述べるために必要な語句に

目を向け、文章の中での使われ方を理解することをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

・論理の展開において、主張と主張の根拠となる資料と

の関係について理解を深める。

・日本社会や世界が抱える課題

に関心をもち、考えを広げたり深

めたりする。

・本文中の数値や地図を的確に

読み取り、筆者の主張をつかむ。

知・自らの主張を論理的に述べるために必要な語句に

目を向け、文章の中での使われ方を理解することをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

・論理の展開において、主張と主張の根拠となる資料と

の関係について理解を深めている。

〇〇〇 8

思・「読むこと」において、「人口減少社会」という現代

の日本が抱える課題に対する筆者の考えを的確に把

握し、新しく得た知見やものの見方をとおして、自分の

考えを深める。

思・「読むこと」において、「人口減少社会」という現代

の日本が抱える課題に対する筆者の考えを的確に把

握し、新しく得た知見やものの見方をとおして、自分の

考えを深めている。

態・「人口減少」についての筆者の考えを的確に読み

取ることに興味をもち、自らが暮らす地域社会が抱える

課題について目を向け、自分の考えを広げる。

態・「人口減少」についての筆者の考えを的確に読み

取ることに興味をもち、自らが暮らす地域社会が抱える

課題について目を向け、自分の考えを広げようとしてい

る。

現代を考える

「「である」ことと「す

る」こと」

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

・筆者の主張をふまえて、現代社

会についての考えを深める。

・対比の役割を意識して本文を

読み、筆者の主張を的確につか

む。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

〇〇〇 6

思・「読むこと」において、関連する文章や資料をもと

に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を

深める。

思・「読むこと」において、関連する文章や資料をもと

に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を

深めている。

態・日本の社会についての筆者の考えを読み取ること

に興味をもち、現代社会についての自分の考えを広げ

る。

態・日本の社会についての筆者の考えを読み取ること

に興味をもち、現代社会についての自分の考えを広げ

ようとしている。

現代を考える

「政治の本質」

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにする。

・筆者の主張をふまえて、現代社

会についての考えを深める。

・発想のしかたや論理の展開に

注意して、筆者の主張を読み取

る。

知・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた

めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをと

おして、語感を磨き語彙を豊かにしている。

〇〇〇 8

思・「読むこと」において、関連する文章や資料をもと

に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を

深める。

思・「読むこと」において、関連する文章や資料をもと

に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を

深めている。

態・政治についての筆者の考えを読み取ることに興味

をもち、現代社会についての自分の考えを広げる。

態・政治についての筆者の考えを読み取ることに興味

をもち、現代社会についての自分の考えを広げようとし

ている。



【3年】国語_古典演習Ⅱ.xlsx　年間授業計画 1／1

知思態 配当時数

１学期

〇〇　

〇〇　

２学期

〇〇　

〇〇　

３学期

〇〇　

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

8〇〇〇思　古今集に込められた意味を理解できる。
思　古今集の意味を理解し、その背景や人物

の心情を読み取ることができる。

学　古今集を味わい感じたことを表現する。
態　古今集を読んで感じたことを文章や発表

で表現できる。

期末考査

中古の和歌を

味わう

知　古今集についての知識を得る。

古今和歌集

知　古今集に親しみ暗誦できる。

〇〇〇 20
思　随筆の文章に述べられた筆者の想いを

理解できる。

思　随筆の内容を理解し、その背景や筆者の

心情を読み取ることができる。

学　随筆を味わい感じたことを表現する。
態　随筆を読んで感じたことを文章や発表で

表現できる。

中間考査

古文随筆と私

たち

知　古文随筆についての知識を得る。

清少納言『枕草子』

兼好法師『徒然草』

知　随筆に使われている語句の意味がわか

る。

〇〇〇 20思　万葉集に込められた意味を理解できる。
思　万葉集の意味を理解し、その背景や人物

の心情を読み取ることができる。

学　万葉集を味わい感じたことを表現する。
態　万葉集を読んで感じたことを文章や発表

で表現できる。

期末考査

上代の和歌に

親しむ

知　万葉集についての知識を得る。

万葉集

知　万葉集に親しみ暗誦できる。

漢文入門
『呂氏春秋』「知音」『歴

代名画記』「画竜点睛」

漢詩の世界

知　漢詩について知識を得る。

蘇軾「春夜」

王維「竹里館」

知　正しく訓読する。

〇〇〇 14

知　故事成語について知識を得る。

思　話の展開を把握し、登場人物の行動や心

情を読み味わう。

学　漢文に親しみを持ち、歴史的背景につい

て理解を深める。

知　正しく訓読する。

思　話の内容を掴む。/登場人物の言動の理

由を理解する。

態　歴史的背景について理解しようとしてい

る。

〇〇〇 16
思　描かれた情景を把握し、登場人物の行動

や心情を読み味わう。

思　話の内容を掴む。/登場人物の言動の理

由を理解する。

学　漢詩に親しみを持ち、歴史的背景につい

て理解を深める。

態　歴史的背景について理解しようとしてい

る。

中間考査

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、

生涯にわたって古典に親しみ自己を向上さ

せ、わが国の言語文化の担い手としての自覚

を深め、言葉を通して他者や社会に関わろう

とする態度を養う。

 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

古典の世界に親しむために、古語や作品の

文化的背景を理解し、古典の文章を読解す

るために、それを適切に活用することができる

ようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸

ばし、古典などを通した先人のものの見方、

感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを広げたり深めた

りすることができるようにする。

 

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，

言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い

手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を

尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関

わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像

力を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語につい

て，その特質を理解し適切に使うことができ

るようにする。

＜改訂版＞　ビギナーズ　古典（古文漢文）尚文出版「Key&Pointみるみる覚える古文単語３００＋敬語３０」いいづな出版、「完成古典文

法　改訂版」尚文出版、「必携古典文法練習ノート」尚文出版

なし

滝沢

補助教材

教科書

対象学年

単位数

３学年

２単位

担当者
Y1

教科・科目 古典演習Ⅱ



【3年】国語_国語表現.xlsx　年間授業計画 1／1

知 思 態 配当時数

１学期

〇〇　 1

２学期

〇〇　 1

３学期

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

対象学年
単位数

３学年
２単位

担当者
Y2Y2

教科・科目 国語表現

国語表現　　基礎練習ノート　大修館書店

国語表現　大修館書店

鈴木 齋藤

補助教材

教科書

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、

生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚

をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうと

する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

社会に必要な国語の知識や技能を身に着け

るようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想

像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりすることができるようにする。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、

言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い

手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を

尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関

わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像

力を伸ばす。

生涯にわたる社会生活に必要な国語につい

て、その特質を理解し適切に使うことができる

ようにする。

実践トレーニング

・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート

レッスン２

　反論を想定して

書く

知　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現

の特色について理解を深め、伝え合う目的や

場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉

遣いを理解し、使い分けている。

・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート

知　ワークシート

期末考査

小論文・レポート

入門　　　　　　I 単

元　レッスン１

　小論文とは何か

・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート

知　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現

の特色について理解を深め、伝え合う目的や

場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉

遣いを理解し、使い分けている。

思　読み手に対して自分の思いや考えが効果

的に伝わるように、接続表現の使い方を吟味

し、文章全体を整えている。

学　単元のまとめとしての設問に積極的に取

り組もうとしている。

知　ワークシート

思　論作

態　観察

知　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現

の特色について理解を深め、伝え合う目的や

場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉

遣いを理解し、使い分けている。

知　ワークシート

思　読み手に対して自分の思いや考えが効果

的に伝わるように、接続表現の使い方を吟味

し、文章全体を整えている。

思　論作

〇〇〇 15思　読み手に対して自分の思いや考えが効果

的に伝わるように、接続表現の使い方を吟味

し、文章全体を整えている。

思　論作

学　単元のまとめとしての設問に積極的に取

り組もうとしている。
態　観察

知　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現

の特色について理解を深め、伝え合う目的や

場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉

遣いを理解し、使い分けている。

知　ワークシート

思　読み手に対して自分の思いや考えが効果

的に伝わるように、接続表現の使い方を吟味

し、文章全体を整えている。

思　論作

学　単元のまとめとしての設問に積極的に取

り組もうとしている。
態　観察

態　観察
学　単元のまとめとしての設問に積極的に取

り組もうとしている。

〇〇〇 25

〇〇〇 15

期末考査

期末考査

レッスン３

　文章を読み取っ

て書く

・言葉と表記、係り受け、文

末表現の統一、接続表現

の使い方などを意識し、よ

り適切な表現になるように

吟味する。

・原稿用紙の使い方を理

解する。

・教材　教科書、基礎練習

ノート

〇〇〇 20


